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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

中間連結会計期間
第41期

中間連結会計期間
第40期

会計期間
自2023年１月１日
至2023年６月30日

自2024年１月１日
至2024年６月30日

自2023年１月１日
至2023年12月31日

売上高 （千円） 3,783,130 4,986,902 8,660,310

経常利益 （千円） 233,994 445,074 605,105

親会社株主に帰属する

中間（当期）純利益
（千円） 152,736 291,870 396,377

中間包括利益又は包括利益 （千円） 128,444 333,186 345,137

純資産額 （千円） 3,810,079 4,268,930 4,026,772

総資産額 （千円） 5,481,344 6,036,677 5,741,369

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 45.93 88.17 119.47

潜在株式調整後１株当たり中

間（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.5 70.7 70.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 291,050 424,883 603,819

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △135,428 △192,228 △494,253

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △165,388 △107,330 △222,892

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（千円） 1,759,249 1,781,014 1,655,689

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、一部に弱含みの動きが見られるものの、持ち直しの傾向が継続して

います。一方、海外の経済動向、地政学的リスク、原材料価格の動向、物価上昇、賃上げの動向や人手不足等、先

行きについては不透明な状況が続いております。当中間連結会計期間における鉄スクラップの資源価格は概ね横這

いで推移し、期間内の平均価格は前年同期並みとなりました。銅スクラップ等の非鉄金属の資源価格は前年同期と

比べ高い水準で推移しました。

　このような経済情勢の下、当社グループは、解体・環境・金属の各事業が総合的にニーズを探り出し、解体工事

や設備撤去、スクラップの買取り、産業廃棄物収集運搬・中間処理を経て素材メーカー等に再生資源を提供する

「ワンストップ・サービス」をさらに推進させております。

　これらの結果、当中間連結会計期間における売上高は4,986,902千円（前年同期比31.8％増）、営業利益は

430,169千円（同89.9％増）、経常利益は445,074千円（同90.2％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は

291,870千円（同91.1％増）となりました。

 

　各セグメント別の状況は下記のとおりです。

＜解体事業＞

　解体工事については、風力発電所の解体工事等大型案件が進捗し、増収増益に寄与しました。工事監督者数につ

いては、当中間連結会計期間末時点で31名となりました。さらに施工能力を高めるとともに受注活動を活発化して

おります。

　これらの結果、売上高は1,343,049千円（前年同期比66.1％増）、営業利益は190,763千円（前年同期比228.0％

増）となりました。受注残高については、工事の進行度に応じてすでに売上計上された部分を除き696,931千円と

なりました。

＜環境事業＞

　産業廃棄物処理受託の取扱量は9,488トンと軟調に推移し、再生資源販売の取扱量は7,878トンと堅調に推移しま

した。地域経済の回復ペースに弱含みの部分があり、排出元からの廃棄物の受入が減少した一方、非鉄金属の再生

資源販売が相場の上昇により伸長した結果、増収・増益となりました。

　これらの結果、売上高は964,752千円（前年同期比11.3％増）、営業利益は139,801千円（同32.1％増）となりま

した。

＜金属事業＞

　当中間連結会計期間における当部門の金属スクラップ取扱量は38,563トン（うち当社工場でのスクラップの取扱

量は29,941トン、残りは当社工場を介しない直送取引）となりました。一部電気炉メーカーの生産が一時期停止

し、市場在庫が過剰となった影響から利益が圧迫されましたが、非鉄金属相場の伸長や大型解体案件から発生した

スクラップの販売が寄与し、増収増益となりました。

　これらの結果、売上高は2,679,101千円（前年同期比27.1％増）、営業利益は99,604千円（同59.4％増）となり

ました。

 

　 財政状態は下記のとおりです。

　当中間連結会計期間末における総資産は6,036,677千円となり、前連結会計年度末に比べて295,307千円増加しま

した。流動資産は、現金及び預金の増加等により、前連結会計年度末に比べて185,028千円増加の3,296,916千円と

なりました。固定資産は、機械装置及び運搬具の増加等により、前連結会計年度末に比べて110,278千円増加の

2,739,760千円となりました。

　当中間連結会計期間末における負債は1,767,746千円となり、前連結会計年度末に比べて53,149千円増加しまし

た。流動負債は、工事未払金の減少等があった一方、賞与引当金の増加等があったことにより、前連結会計年度末

に比べて36,126千円増加の1,355,687千円となりました。固定負債は、繰延税金負債の増加等により、前連結会計年

度末に比べて17,023千円増加の412,059千円となりました。

　当中間連結会計期間末における純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べて242,158千円増

加し、4,268,930千円となりました。

 

　　(2）キャッシュ・フローの状況
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　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ125,324

千円増加し、1,781,014千円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は424,883千円（前年同期は291,050千円の増加）となりました。

　これは、資金の増加として、税金等調整前中間純利益445,566千円、減価償却費139,638千円、賞与引当金の増加

68,816千円等があった一方、資金の減少として、売上債権及び契約資産の増加48,299千円、仕入債務の減少89,968千

円、法人税等の支払額110,366千円等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は192,228千円（前年同期は135,428千円の支出）となりました。

　これは、定期預金の払戻による収入30,213千円があった一方、有形固定資産の取得による支出177,223千円等が

あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は107,330千円（前年同期は165,388千円の支出）となりました。

　これは、長期借入金の返済による支出15,388千円、配当金の支払額91,027千円等によるものであります。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定、または、締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,800,000

計 12,800,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2024年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,427,200 3,427,200
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株

であります。

計 3,427,200 3,427,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　　2024年１月１日～

　　2024年６月30日
－ 3,427,200 － 130,598 － 90,598
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（５）【大株主の状況】

  2024年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

HS興産株式会社 神戸市中央区雲井通２－１－６－1002 1,280 38.67

高橋　克実 兵庫県姫路市 364 11.00

イボキン従業員持株会 兵庫県たつの市揖保川町正條379番地 92 2.81

川島　敏邦 静岡県藤枝市 46 1.40

高橋　完治 神戸市西区 46 1.39

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 40 1.23

吉田　茂 栃木県宇都宮市 40 1.22

山崎　喜博 神戸市東灘区 40 1.21

三河　長夫 埼玉県入間市 37 1.14

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２－６－21 36 1.11

計 － 2,024 61.17

（注）上記のほか、自己株式 117,092株があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － －　 －

議決権制限株式（自己株式等）  － －　 －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 117,000 －　 －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,306,800 33,068 －

単元未満株式 普通株式 3,400 －　 －

発行済株式総数  3,427,200 －　 －

総株主の議決権  － 33,068 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式92株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社イボキン

兵庫県たつの市揖保川町正

條379番地
117,000 － 117,000 3.4

計 － 117,000 － 117,000 3.4

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　当社の中間連結財務諸表は、第一種中間連結財務諸表であります。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年１月１日から2024年６月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,734,415 1,859,527

受取手形、売掛金及び契約資産 ※１ 1,169,950 ※１ 1,218,250

商品及び製品 2,505 2,781

仕掛品 9,726 8,288

原材料及び貯蔵品 128,522 138,280

未成工事支出金 17,175 27,644

その他 49,751 42,276

貸倒引当金 △158 △133

流動資産合計 3,111,888 3,296,916

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 354,536 346,945

機械装置及び運搬具（純額） 676,806 739,393

最終処分場（純額） 67,965 67,479

土地 869,768 869,768

リース資産（純額） 109,911 103,242

建設仮勘定 12,479 12,100

その他 51,872 53,496

有形固定資産合計 2,143,340 2,192,426

無形固定資産   

その他 38,031 40,420

無形固定資産合計 38,031 40,420

投資その他の資産   

投資有価証券 288,320 348,435

保険積立金 111,957 115,990

繰延税金資産 7,608 746

その他 40,224 41,741

投資その他の資産合計 448,109 506,913

固定資産合計 2,629,481 2,739,760

資産合計 5,741,369 6,036,677
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 470,213 487,464

工事未払金 204,923 97,704

短期借入金 ※２ 100,000 ※２ 100,000

１年内返済予定の長期借入金 121,474 110,466

リース債務 28,242 27,910

未払金 78,851 74,896

未払法人税等 120,120 165,140

契約負債 6,680 2,714

賞与引当金 17,741 86,557

その他 171,312 202,832

流動負債合計 1,319,561 1,355,687

固定負債   

長期借入金 13,060 8,680

リース債務 31,031 30,448

役員退職慰労引当金 310,213 320,880

退職給付に係る負債 11,931 12,034

繰延税金負債 － 11,215

資産除去債務 28,800 28,800

固定負債合計 395,036 412,059

負債合計 1,714,597 1,767,746

純資産の部   

株主資本   

資本金 130,598 130,598

資本剰余金 945,418 945,418

利益剰余金 3,092,051 3,292,894

自己株式 △160,193 △160,193

株主資本合計 4,007,874 4,208,716

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 18,898 60,213

その他の包括利益累計額合計 18,898 60,213

純資産合計 4,026,772 4,268,930

負債純資産合計 5,741,369 6,036,677
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

【中間連結会計期間】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 3,783,130 4,986,902

売上原価 3,108,223 4,041,547

売上総利益 674,906 945,355

販売費及び一般管理費 ※ 448,436 ※ 515,185

営業利益 226,469 430,169

営業外収益   

受取利息 39 35

受取配当金 4,342 4,331

受取手数料 2,146 2,093

受取補償金 － 4,600

その他 3,268 5,897

営業外収益合計 9,796 16,958

営業外費用   

支払利息 1,780 1,271

支払補償費 － 783

自己株式取得費用 460 －

その他 30 －

営業外費用合計 2,271 2,054

経常利益 233,994 445,074

特別利益   

固定資産売却益 1,799 492

特別利益合計 1,799 492

特別損失   

固定資産除却損 1,706 0

投資有価証券償還損 1,874 －

特別損失合計 3,580 0

税金等調整前中間純利益 232,213 445,566

法人税等 79,477 153,695

中間純利益 152,736 291,870

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 152,736 291,870
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【中間連結包括利益計算書】

【中間連結会計期間】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

中間純利益 152,736 291,870

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △24,292 41,315

その他の包括利益合計 △24,292 41,315

中間包括利益 128,444 333,186

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 128,444 333,186

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 232,213 445,566

減価償却費 105,149 139,638

賞与引当金の増減額（△は減少） 63,060 68,816

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,475 10,666

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,628 103

受取利息及び受取配当金 △4,381 △4,366

支払利息 1,780 1,271

固定資産売却損益（△は益） △1,799 △492

固定資産除却損 1,706 0

投資有価証券償還損益（△は益） 1,874 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △143,799 △48,299

棚卸資産の増減額（△は増加） △36,841 △19,066

仕入債務の増減額（△は減少） 174,933 △89,968

未払金の増減額（△は減少） △14,203 △3,955

契約負債の増減額（△は減少） △19,675 △3,966

その他 △31,443 35,302

小計 337,420 531,249

利息及び配当金の受取額 4,374 4,362

利息の支払額 △396 △362

法人税等の支払額 △50,348 △110,366

営業活動によるキャッシュ・フロー 291,050 424,883

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △30,000

定期預金の払戻による収入 22,472 30,213

有形固定資産の取得による支出 △160,231 △177,223

有形固定資産の売却による収入 4,127 700

無形固定資産の取得による支出 △4,254 △8,924

投資有価証券の償還による収入 8,126 －

保険積立金の積立による支出 △4,033 △4,033

その他 △1,635 △2,961

投資活動によるキャッシュ・フロー △135,428 △192,228

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △37,594 △15,388

リース債務の返済による支出 △2,513 △914

自己株式の取得による支出 △49,953 －

配当金の支払額 △75,327 △91,027

財務活動によるキャッシュ・フロー △165,388 △107,330

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,766 125,324

現金及び現金同等物の期首残高 1,769,016 1,655,689

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,759,249 ※ 1,781,014
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用しております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１　中間連結会計期間末日満期手形等

　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理をしております。

　なお、当中間連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の中間連結会計期間末日満期手形等が期末残高に

含まれております。

 
前連結会計年度

（2023年12月31日）

当中間連結会計期間

（2024年６月30日）

受取手形 2,947千円 2,276千円

 

※２　当座貸越契約

　当社は、資金調達の機動性及び安定性の確保を図るため、取引金融機関３行と当座貸越契約を締結しております。これ

らの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年12月31日）

当中間連結会計期間

（2024年６月30日）

当座貸越極度額 600,000千円 600,000千円

借入実行残高 100,000 100,000

差引額 500,000 500,000

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2023年１月１日
　　至　2023年６月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
　　至　2024年６月30日）

給料手当 110,588千円 119,201千円

賞与引当金繰入額 22,575 24,887

退職給付費用 3,019 2,869

役員退職慰労引当金繰入額 10,475 10,666

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりであり

ます。

 
前中間連結会計期間
（自 2023年１月１日
至 2023年６月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年１月１日
至 2024年６月30日）

現金及び預金 1,858,542千円 1,859,527千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △99,292 △78,513

現金及び現金同等物 1,759,249 1,781,014
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（株主資本等関係）

前中間連結会計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）
配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月29日

定時株主総会
普通株式 75,327 22.5  2022年12月31日 2023年３月30日 利益剰余金

 
当中間連結会計期間（自　2024年１月１日　至　2024年６月30日）
配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年３月28日

定時株主総会
普通株式 91,027 27.5  2023年12月31日 2024年３月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

　　　　【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

中間連結損益
計算書計上額
（注１） 解体事業 環境事業 金属事業 計

売上高       

一時点で移転される財・ 　

サービス
326,233 866,448 2,108,227 3,300,908 － 3,300,908

一定の期間にわたり移転され

る財・サービス
482,221 － － 482,221 － 482,221

顧客との契約から生じる収益 808,455 866,448 2,108,227 3,783,130 － 3,783,130

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 808,455 866,448 2,108,227 3,783,130 － 3,783,130

セグメント間の内部売上高

又は振替高
114,666 161,337 26,412 302,415 △302,415 －

計 923,121 1,027,785 2,134,639 4,085,546 △302,415 3,783,130

セグメント利益 58,166 105,797 62,505 226,469 － 226,469

（注）　１．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完

全に履行義務を充足した時点で収益を認識している工事契約については、一時点で移転される

財・サービスに含めています。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年１月１日　至　2024年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

中間連結損益
計算書計上額
（注１） 解体事業 環境事業 金属事業 計

売上高       

一時点で移転される財・ 　

サービス
275,934 964,752 2,679,101 3,919,787 － 3,919,787

一定の期間にわたり移転され

る財・サービス
1,067,114 － － 1,067,114 － 1,067,114

顧客との契約から生じる収益 1,343,049 964,752 2,679,101 4,986,902 － 4,986,902

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 1,343,049 964,752 2,679,101 4,986,902 － 4,986,902

セグメント間の内部売上高

又は振替高
331,917 199,159 12,660 543,738 △543,738 －

計 1,674,967 1,163,911 2,691,761 5,530,641 △543,738 4,986,902

セグメント利益 190,763 139,801 99,604 430,169 － 430,169

（注）　１．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用することにより、完

全に履行義務を充足した時点で収益を認識している工事契約については、一時点で移転される

財・サービスに含めています。
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（収益認識関係）

顧客等との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年６月30日）

１株当たり中間純利益 45円93銭 88円17銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 152,736 291,870

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（千円）
152,736 291,870

普通株式の期中平均株式数（株） 3,325,253 3,310,108

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
2024年８月９日

株式会社イボキン

取締役会　御中

 有限責任 あずさ監査法人

 神戸事務所

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 堀内 計尚

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 杏井 康真

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イボキ

ンの2024年１月１日から2024年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年１月１日から2024年６月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社イボキン及び連結子会社の2024年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間連

結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告

書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性

がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び

内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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